
インクルーシブ遊具体験会 アンケート結果報告書 

 

令和８年２月１８日 

 

■実施概要 

目  的：市内公園整備時のインクルーシブ遊具設置に係る検討 

実施期間：令和７年１０月２４日・２５日 

対  象：イベント参加者 

回 答 数：５３件（回答率 ４１．４％） 

結果概要 

・障害の有無によって、インクルーシブ遊具の認知度に差があったことから、今後、インクルー 

シブ遊具の設置に向け、積極的な周知が必要 

 ・障害のある方にも多く公園を利用いただくために、「インクルーシブ遊具」の設置が必要 

 ・インクルーシブ遊具の利用については、障害の有無に関係なく、利用意向が高い結果となって 

おり、インクルーシブ遊具（ブランコやすべり台）にすることによる既存の公園利用者への影 

響は少ない 

 ・障害のある方にも広く公園を利用いいただくためには、「インクルーシブ遊具」の設置だけで 

なく、「駐車場」、「多目的トイレ」、「日除け屋根や木陰」、「段差や勾配の少ない園路」といっ 

た公園全体のハード面との一体的な整備が課題 

 

■アンケート結果要旨 

（１）インクルーシブ遊具の認知度 

    ・約７割の方が「知らなかった」（「全く知らなかった」と「聞いたことはあったが知らな 

かった」の合計）と回答 

    ・障害のある方の約５割が、「知らなかった」と回答する一方で、障害のない方は、８割 

以上の方が「知らなかった」と回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）公園の利用頻度と困りごと 

    ・障害のある方の公園利用頻度は、障害のない方と比べると低い傾向 

・障害のない方の困りごととして、「遊べる遊具がない」が最も多い 

・障害のない方の困りごととして、「駐車場」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

（３）インクルーシブ遊具の利用意向と種類 

    ・障害の有無にかかわらず、インクルーシブ遊具の利用意向が高い 

    ・障害の有無にかかわらず、希望遊具はブランコやすべり台が多い 

 

 

 

 

 

 

（４）インクルーシブ公園に必要な施設 

    ・障害の有無にかかわらず、インクルーシブ公園に必要な施設として、「駐車場」、「多目 

的トイレ」、「日除け屋根や木陰」が多い 

    ・障害のある方が必要性を感じている施設として、「段差や勾配の少ない園路」が 

多い 

 

 

 

 


